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１．はじめに 

鋼橋などの鋼構造物は一般に塗装されており，亀裂や塑性変形といった損傷は塗膜の下で進行する．本研

究の目的は，塗膜の変状を利用して鋼部材の損傷を検出あるいは損傷度を推定することである．既報 1)では，

実橋から採取した塗膜付試験片の単調および交番載荷実験を行い，塑性変形を受ける鋼材と塗膜の損傷状況

について検討した．本報では，同様に採取した塗膜付きＴ型溶接継手試験片を用いて高サイクル疲労実験を

行い，実橋継手部の疲労強度，および疲労亀裂と塗膜の割れの関係について検討する． 

２．実験方法 

実橋から採取した塗膜付試験片の形状，寸法を図-1

に示す．試験片はΙ桁橋の外桁ウェブの垂直補鋼材取付

け部から採取した前面すみ肉溶継手（T継手）である．
鋼材は SS400，板厚は 10mm，塗装塗り替え後の経過年

数は 8年である．載荷治具を図-2に示す．載荷条件は，

最小荷重 20kNの部分片振り荷重である． 

３．実験結果 

(1)鋼部材の亀裂と塗膜の割れ 

図-3に荷重繰返し数と塗膜の割れ（2ap）お 
よび鋼材の亀裂長さ（2as）の関係を示す．全

ての試験片において，鋼材に亀裂が生じてか

ら塗膜の割れが生じている． 

図-4 に 2asと 2apの関係について示す．2as

＞20 ㎜で塗膜に割れが生じている．その後，

2as≒2apで塗膜の割れが進行する． 
図-5に塗膜の割れ長さと鋼部材の亀裂長さ

の比（2ap/2as）と荷重繰返し数比（N/Nf）を

示す．全ての試験片において，塗膜に割れが

生じた時点で破断寿命の 80％以上が消費さ

れている． 

図-6にひずみ範囲（Δε）と疲労寿命（Ncs,Ncp,Nf）の関係を示す．Δεが小さく疲労寿命が長くなると（Nf
≧106），塗膜の割れ発生寿命（Ncs）は鋼部材の破断寿命（Nf）に近づく傾向がある． 

図-7にはΔεと Ncp/Ncsおよび Ncp/Nfの関係を示す．Δε≦0.08％では，Ncp/Ncs≒1.5～2，Ncp/Nf s≒1と

なる． 

(2)実橋部材の疲労強度 

図-8に応力範囲と試験片の疲労寿命の関係を示す．全ての試験片の疲労強度は，Nfを基準とすればＪＳＳ

Ｃ疲労設計指針のＣ等級に近く，止端形状の良い継手に適用されるＤ等級を十分満たしている．

キーワード： 塗膜 実橋 疲労強度 Ｔ型溶接継手 

連絡先：〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35   TEL＆FAX 06-6368-0850 
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図-1　塗膜付試験片の形状，寸法（㎜）
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図-2　高サイクル載荷治具　（㎜）



図-3 2ap,2asと N の関係             図-4 2apと 2asの関係 

図-5 2ap/2asと N/Nf の関係           図-6 Δεと Ncp, Ncs,Nf の関係 

図-7 Δεと Ncp/Ncs,Ncp/Nf の関係            図-8 Δσと Ncp, Ncs,Nf の関係  
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